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苦
し
い
市
国
保
事
業
の

大
村
市
内
国
民
健
麗
保
険
事
業

は
、
昭
和
二
十
五
年
一
月
一
日
か

ら
開
始
し
て
以
来
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
克
服

し
て
今
H
に
至

υま
し
た
。
昨
年

河

一

四

月

か

ιは
全
国
の
市
町
村
が
乙

日
制
一

H
1
1
一の
事
業
を
実
施
し
、
い
わ
ゆ
る
国

日
開
一

7
月

の

実

弾

射

撃

一民
皆
保
峨
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま

月
種一

一

ι一陸
上
自
衛
隊
大
村
部
隊
で
実
施
す
一

乙
の
事
業
主
言
、
お
互
の

年

出

る

実
弾
射
撃
の
七
月
実
踊
場
所
日
一力
で
疾
伺
に
よ
る
災
難
霊

依

す

訂
則
一
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一る
乙
と
に
よ
り
、
健
践
で
明
る
い

附
間

一幸
福
な
社
会
宅
活
を
組
一蹴
す
る
こ

E
制

と

で

あ

り

ま
す
ω

個

当

市

で

は

、

昨
年
十
月
か
ら
歯

科
の
埼
亡
つ
、
入
院
の
際
の
寝
具

世
帯
主
山
一
結
級
、
お
r

品
川
精
神

性
疾
病
の
七
割
給
付
や
給
付
制
閣

の
コ
ニ
一昨」

を

「
病
気
か
治
る
ま

村大

(侮月1a， 11日.t.8発行〉

場
所
H
池
田
射
撃
場

(ー〉

日
程
U
五
日
1
七
旬
、
九
日

?
十
四
日
、
十
六
日
i
二
十

一
日、

二
十
三
日
l
三
十一

日

「
庶
務
課
)

門
お
知
ら
せ
】

O
腸
チ
フ
ス
、

だ
い
と

こ
ろ

で
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
給
付
の
範
一
国
か
ら
の
補
助
と
、
被
保
険
者
が

四
そ
拡
大
し
、
ま
た
保
僅
施
設
と
一
納
め
ら
れ
る
保
険
制
で
ま
か
な
わ

レ
て
、
は
り
、
き
ゅ
う
施
術
の
取
一
れ
て
お
り
ま
す
。

扱
を
実
施
し
て
患
者
負
担
の
軽
減
一

保
険
税
は
、
被
保
険
者
が
ご
埠

及
び
被
保
険
者
皆
様
の
福
祉
の
増
一
聞
に
ど
れ
だ
り
医
者
に
か
か
り
、

六
に
つ
と
め
た
の
で
あ
り
ま
す
か
一

医
療
費
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
と

こ
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
七
月
お
一
い
う
乙
と
が
一
番
大
き
な
基
礎
と

よ
び
十
二
月
に
医
療
費
が
卒
均
十
一
な
っ
て
お
り
、
そ
の
外
、
助
産
、

四
・
九
%
値
よ
げ
さ
れ
た
の
で
、
一
葬
祭
、
保
健
活
動
等
に
必
要
な
費

療
費
給
付
費
が
急
激
L
上
昇
し
て
一
用
を
加
え
て
算
定
さ
れ
た
も
の
が

お

り

ま

す

。

一

保

険
税
の
総
額
に
な
り
ま
す
。
乙

こ
こ
で
大
村
而
国
師
事
業
の
現
一
れ
は
一
般
市
税
と
は
異
り、

特
別

状
を
説
明
し
、
国
民
健
観
保
隙
の
一
会
計
と
し
て
国
保
事
業
だ
け
に
使

認
識
そ
再
び
新
た
に
し
て
い
た
だ
一
周
さ
れ
、
他
の
目
的
に
は
全
然
使

く
と
と
も
に
、

皆
棟
の
ご
理
解
と
一
用
で
き
な
い
乙
と
に
な
っ
て
お
り

こ
協
力
を
お
闘
い
す
る
訳
第
で
あ
一ま
す
。
市
民
税
は
減
税
と
な
り
、

り

ま

ヨ

。

一

保

険

税

は

一

向

減

税

に

な

ら

な

い

保

険

事

業

の

財

政

一
の
で
、

疑
問
に
思
わ
れ
る
か
た
も

国
保
事
業
に
要
す
る
経
費
は
、
一
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
前
に
述

べ
ま
し
た
よ
う
に
保
険
税
の
算
出

の
基
礎
が
皆
様
被
保
険
者
め
医
療

給
付
費
、
そ
の
他
の
給
付
費
で
あ

り
、
年
々
医
醸
費
は
受
診
率
(
総

被
保
険
者
数
と
総
受
診
凶
数
の
割

合
)
の
向
上
と
と
も
に
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
国
よ
り

の
補
助
金
が
一
定
率
で
あ
る
限
り

保
険
税
は
憎
額
レ
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

と
の
よ
う
に
保
険
者
(
市
)
の

負
担
す
る
費
用
は
年
々
上
昇
レ
て

お
り
、
昭
和
三
十
七
年
度
か
ら
国

の
補
助
金
は
従
来
医
療
費
の
二
十

%
か
ら
二
十
五
%
に
引
上
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
悶
和
三
十
六
年
度
中

に
実
施
さ
れ
た
医
療
費
値
と
げ
、

お
よ
び
前
述
の
年
度
中
途
よ
り
の

給
付
内
容
の
鉱
大
強
化
な
と

ω理

由
に
よ
る
医
瞭
費
な
ど
の
増
加
の

た
め
、
保
険
税
は
従
来
の
年
間
平

均
一
世
帯
当
り
凶
千
百
円
か
ら
四

(
選
挙
管
理
委
員
会
)
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課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ム
入
札
の
方
法
お
よ
び
保
証
金
日

(
別
表〉

く
わ
し
い
と
と
は
福
祉
事
務
所
ヘ

入
札
は
一
般
競
争
入
札
と
レ
、
入

品

名

一
数

量

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
札
の
時
に
保
証
金
と
し
て
入
札
金

赤
貝
採
取
用
桁
制

一
二
O
悩

保

母

試

験

と

ム

受

験

資

格

H
①
学
校
教
育
法
に

(
福
祉
事
務
所
)

の
百
台
の
一
ニ
に
該
当
す
る
金
額
を

日

日

間

了

出

保

母

講

習

会

よ

る

高

等

学

校

あ

卒
業
し
た

者

、

公

売

広

告

納

入

し

て

く

:

ぃ

。

ト
ト
ト

l

唱

し

一一

昭

和

三

十

七

年

度

第

一

回

保

母

若

し

く

は

通

常

の

課

程

に

よ

る

十

ム

代

金

支

払

議

よ

び

開

票

木
材

一
十
五
本

試
験
な
ら
び
に
保
母
講
習
会
が
つ
二
年
の
学
校
教
育
者
修
了
し
た
者
標
流
物
取
得
物
件
(
別
表
)
を

開

票

は

入
札
終
了
後
直
ち
に
行

タ
ル

二

個

ぎ
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

②
児
童
福
雄
施
設
に
お
い
て
満
十
つ
ぎ
の
要
領
で
公
売
い
た
し
ま
す
な
い
ま
す
。
代
金
は
当
日
現
物
引
計
量
教
習
所
入
所
生

【
試
験
】

八
才
に
遣
し
て
か
ら
三
年
以
上
児

ム
ヌ
札
閉
日
H
昭

和
一
ニ
十
七
年
六
換
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集

ム
期
日
H
七
月
三
十
日

t
八

月

一

重

の

保

護

に

従

事

し

た

者

月

ほ

十

刊

午

前

十

時

ム

落

札

者

数

々

の

保
証
金

は
詳
し
い
こ
と
は
商
工
水
産
課
へ
。

ム
場
所

H
長
崎
市
家
野
町
純
心
女
ム
入
本
場
F
H
大
村
市
東
部
漁
業

当

日

還

付

し

ま

す

(

商

工

水

産

課

)

;
h
E
1--
l
一
子
学
園

(試
験
、
講

習

会

と

も

)

協

同

組

合

(

東

浦

)

(

消

防

本

部

)

る

技

術

経

営

の

先

進

地

に

派

遣

レ

千

八

百

円

程

度

に

増

額

(

約

十

七

一

【

講

習

会

〕

テ

レ

ビ

・

ア

ン

テ

ナ

に

ご

注

意

農

業

経

営

並

び

に

技
術
者
習
得
さ

%
増
)
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
状
一
ム
期
間
H
七
片
二
十
三
日
l
七
対

、一

二
，
せ
る
た
め
で
す
。

態
で
あ
り
ま
す
の

ご

一

十

八

日
ま
で

テ
レ
ビ
の
普
及
は
大
村
市
内
で
と
、
テ
レ
ビ
が
焼
け

た

り

感

量

派

遣

先

ム

静

岡
県
十
名
、
柑

保
険
税
は
地
方
税
法
の
規
定
に
基
一
ム
世
講
資
格
H
①
新
制
高
校
ま
た
も
め
ざ
ま
し
く
、
ア
ン
テ
ナ
の
林
故
が
発
生
す
る
乙
と
も
あ
り
ま
す
橘
畜
産
、
調
室
岡
芸

づ
い
て
賦
憲
政
さ
れ
一
般
普
通
正
旧
制
高
女
差
業
し
た
者
、
あ
が
出
来
て
お
り
ま
す
九
州
電
力
大

(
九
電
大
村
重
所
)

ム
愛
知
県
+
名
、

盤

、

調

富

市
税
と
同
様
な
取
扱
い
お
受
け
ま
す
は
乙
れ
ど
同
等
以
上
の
学
歴
村
営
業
所
で
は
、
近
ず
く
暴
風
雨

農

村

青

年

県

外

ぺ

経

伝

純

血

す
が
、
国
保
事
業
の
も
っ
と
も
大
一

を
有
す

る

者

の

季
節
に
そ
な
え
、

電
燈
線
よ
り

一

研

修

生

の

募

集

資

格

条

件

舟

休

愉
位
、
思
組

き
な
般
入
は
保
険
税
で
あ
り
、
乙

一
@児
竃
福
紐
施
設
に
お
い
て
満
三

高
い
ア
ン
テ
ナ
や
、
倒
れ
た
場
合

の
的
入
率
的
良
否
が
国

保

書
に
一年
以
上
児
童
の
保
護
に
従
事
し
た
置
燈
線
に
ふ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
昭
和
三
十
七
年
度
農
村

宵

露

外

交

祭

器

操

業
札
従
事
し
て

大
き
な
影

雪

与
え
る
こ
と
に
な

一

者

ア

ン

テ

ナ

な

ど

に
ほ
、
と
く
に
注

実

襲

撃

霊

祭

募

集

さ

れ

号

将

来

農

業

各

む

も
の
。

り
ま
す
の
で
、
納
税
に
つ
い
て
は

一ム
申
請
暫
提
出
間
間
お
よ
び
提
出
意
さ
れ
る
よ

2び
か
け
て
お
り

て
い
ま
す
。
と
れ
は
農

村

青

年

研

持

斜

計

品

目

γぺ
農
林

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
一
先
日
い
ず
れ
も
六
封
二
十
五
日
I
ま

す

。

修

の

-

環

と

し

て

長
崎
県
川
優
売

申
し
込
h
制
限
同
六
月
三
十
日

ま
ず
。

・

甘
月
二
日
ま
で
に
、
県
婦
人
児
童
ア
ン
テ
ナ
が
需
燈
線
に
ふ
れ
る
な
農
村
育
年
春
農
業
高
産
じ
闘
す

ま
で
で
す

e

(

農
林
謀
)

パ
ラ
チ
フ

ス
の
予
防
接
種
を
二
十
五
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
町
務
連
絡
員
を
通
じ
て
お
知
せ
し
ま
す
。

(
保
険
衛
生
課
)

は
濃
密
仁
散
布
し
な
い
よ
う

混
和
は
必
ず

-
0ア
ー
ル
当
川

、
ま
た
二
重
散
布
を
し
な
い
り
と
し
て
一
度
に
多
量
の
も
川

乙

占

。

の

と

混

和

し

な

い

こ

と

土

壌

川

川

水

田

除

草

剤

の

使

い

方

川
∞
使
用
後
一

0
日
間
は
水
を
お
ど
混
和
し
た
も
の
は
三
日
以
川

川
付
水
田
除
草
剤

む

種

類

と

使

用

山

"

き
目

と

さ

な

い

乙

と

。

内
に
使
用
し
な
い
と
効
果
が

川

刷

i
j

例
か
げ
流
し
田
に
岐
使
用
ん

な

劣

る

の
で
注
意
す
る
乙
と
。
川

川口

使
い
万

川

い
乙
占
。

混
合
土
壌
の
量
は
一

0
ア
ー
ル

川

M
、
じ
、

r、一一
1
四
l

m

l

mw
水
菌
剤
を
土
壊
と
混
利
す
る
ニ
O
J一ニ
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
o

uは
繁

P
、

c、
P
、
の

場
合
、
日
光
の
直
射
の
あ
た

p
c
y
剤
刻
策
唱
議
去
の
当

川

川
使
用
基
串
ト
薬
剤
の
形

ら
な
い
と
乙
ろ
で
、
最
初
必

注
意
事
項
を
守
っ
て
事
故
の
な

川

川
粒
剤
(
二
十
五
%
)
水
溶
剤

(

1

要
な
襲
量
ど
等
量
の
土
と
混
い
よ
う
沖
意
レ
て
く
だ
さ
い
の

川
八
十
六
%
)

合
し
て
、
そ
の
後
ぬ
れ
む
レ

p
c
r
の
使
用

ωで
き
に
川

窃
使
用
量
(
一

0
ア
ー
ル
当
)

ろ
等
で
覆
い
、
約
一

0
時
間
く
い
と
乙
ろ
ゼ
は
、

ニ
・
四

1
川

川
粒
剤
二
・
五

1
三
キ
ロ
グ
ラ

、

ほ
ど
放
置
し
、
よ
く
土
と
の

D
、
M
C
P
を
高
殿
に
活
岡

山

川
ム
水
溶
剤
0
・
八
j
0
・

九

川温
和
を
は
か
る
。

散
布
前
さ
し
て
く
だ
さ
い。

キ
ロ
グ
ラ
ム

ら
に
よ
く
か
き
ま
ぜ
る
吏
た

(
県
慢
業
改
良
普
及
事
務
所

J

川
⑨
使
用
方
法

一
ム
粒
剤
は
霊
た
は
散
粒
機
で

一

h
E町
ι一
対

象

雑

草

一

使

川

時

則

一

川

均

五

散

布

す

る

。

寸

1
1
1
1川
1
1
11
11
1ィ
1
寸
リ
パ
川

1
ju一

一

二

・
四

l
D

一
山以

来

雑

草

一
無
刻
分
ケ
ツ

期一

川
ム
水
溶
剤
は
土
壌
と
混
和
し
て

一

し

い

円

い

「
い

い
い

同

ド

一ー山

口

i
!一

-
1
1
11
1
1
1
1一l
i
l
i-
-
1
lil--
刊
山
一
去
二

江

1
一

川
約
一

0
時
間
お
い
て
散
布
す
一

1
、
:
、
，

、
一

一
一一一例
川
配
位
三

一

川

る

@

一

M
、
¢
、

p
、

一

一
寸前一
山
川
一
早

一

一

一

一
に
終
る

こ
と

一
川

出
使
用
上
の
注
意
事
項
一

J
川
パ
パ
バ|一lil
i
-
-i
|
一1
1
1

1
111
一

-

E

仁

-
E
-
一

・

ー

一

H
I
U
灸
一一一l

-

川
山
山
ま
き
む
ら
の
な
い
よ
う
に
注
一

P
、
八、

M
三

ノ

ピ

エ

一

日
川
手
一一一

一

山
手
る
。
と
く
に
株
際
ほ
ど
「
い
い
じ
い

K
I
l
l
i
-
-
ー「ドト
l
l
L

農
事;
ーメ: 

:a: 



教
官
委
員
舎
の
事
務
争
処
理
す

特
に
相
摘
の
対
象
と
す
る
仁
足
り

一る
同
事
務
局
は
、
教
育
長
の
下
に

一な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
が
、
乙

一庶
務、

学
棺
教
育
、
社
会
教
育
の

本
監
査
に
お
い
て
は
、
現
金
二
の
よ
ろ
な
処
理
の
結
果
が
い
た
ず

一一
一
言
託

、

教
育
長
以
下
二
十

一等

物
品
及
び
財
産
等
の
取
扱
い
、
営

一ら
に
粉
争
ま
た
日
不
問
朗
な
事
態

一名
(
臨
時
職
員
を
含
む
)
の
職
員

三

理
に
露
点
経
置
い
て
執
行
し
た
も

一の
解
決
を
長
び
か
寸
誘
因
と
な
っ

一が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

涯

の
で
あ
り
そ
の
事
務
処
理
に
っ
し

一十
事
例
も
あ
り
、
か
つ
ま
た
ト
司
一
昭
和
三
十
六
年
度
の
教
育
費
の

全

て
は
お
お
む
ね
良
好
史
認
め
月
れ

一の
決
裁
に
そ
の
判
断
や
誤
ら
せ
る
一
予
算
現
額
は
九
千
六
百
三
十
万
一
付

か
つ
年
々
改
善
向
上
の
あ
と
が
見

一お
そ
れ
も
あ
る
¢
で
、
事
務
担
当

一千
二
百
九
十
六
円
で
一
般
会
計
予

受
け
ら
れ
た
。

一者
の
不
断
の
努
力
が
特
こ
期
待
さ

一
算
総
額
の
十
五
%
を
占
め
、
乙
の

一

。
一

文
書
並
び
に
会
計
諸
帳
票
の
盤
一
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
列
、
前
年
度
よ
り
の
事
業
繰
越
予

理
事
務
の
細
部
に
つ
い
て
は
、

処

1
起
案
文
書
に
決
裁
及
び
施
行
一
算
六
百
十
七
万
四
千
円
(
西
大
村

理
に
当
つ
て
の
事
務
担
当
者
の
注
年
月
日
が
ほ
と
ん
ど
記
入
盤
一
申
学
時
新
築
工
事
費
)
が
あ
り
、

意
に
よ
っ
て
滴
確
が
倒
せ
ら
れ
る
理
さ
れ
て
い
な
い
。
一
校
&
晶
般
の
整
備
計
画
は
、
当
局

も
の
で
あ
り
、
次
の
乙
と
は
、
そ

2
部
外
か
ら
の
受
村
文
書
で
当
一
の
た
ゆ
支
ぬ
努
力
に
よ
り
、

着
々

の
個
々
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
然
に
上
司
へ
の
供
覧
ま
た
は
一
と
実
施
に
移
さ
れ
て
い
る
。

大

村

市

監

査

公

表

第

l
号

(二〉

地
方
自
治
法
才
一
九
九
条
三
項
の
規
定
に

基
づ

い
て
附
和
三
十
六
年
度
定
期
監
査
を
執

行

し

た

の

で

、

そ

の

結

果

を

次

の

と

お

り

公

表
す
る

昭
和
三
十
七
年
五
月
二
十
八
日

(第322号)

大

村

市

監

査

委

員

林

田

安

島

恵

同

aEE--=-Ez---=================================-=ZFEz--====-=-Z2====
====-z 

川
査
報
告
書
一

a==
-z==
--

り

川
監

査

の

種

類

山
監
査
の
時
期

定
期
監
査

昭
和
三
十
七
年
一
月
二
十

二
日

よ
り

昭
和
三
十
七
年
一
月
二
十

九
日
ま
で

教
育
委
員
会
事
務
局

(
一
月
二
十
二
、

二
十
三

日
)

中
央
公
民
舘

(

H

二
十
四

日
)

市
立
図
書
舘

(

H

二
十
四

日
)

事
業
課

(
H

二
十
五
日
)

公
議
質
屋
(

H

二
十
六
日
)

市
砕
石
場
(

H

二
十
九
日
)

よ大村市政だ

f1 (3) 

i 監
i 査

の
対
象

(毎月1日，10日，Z 0臼発行)

凶

監

査

の

結

果

総

4昔
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彦

決
裁
手
続
が
と
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず

そ
の
処
理
が
な
さ
れ
な
い
ま

ま
、
当
該
文
書
綴
に
編
て
っ

さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

3
会
掛
川
文
書
で
、
所
定
の
決
裁

(
代
決
が
な
さ
れ
て
い
な
い

)
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
処
理

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

4
会
計
諸
帳
簿
の
棋
式
、
整
理

方
法
等
に
つ
い
て
違
式
の
も

の
が
見
受
付
ら
れ
た
が
、
と

の
点
に
つ
い
て
ほ
既
に
現
行
一

規
定
が
実
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
「

た
め
財
務
に
関
ず
あ
規
則
等

の
整
備
や
喜
望
を
し
て
い
た

が
、
そ
の
大
部
骨
が
目
下
国

に
お
い
て
審
議
中
の
地
方
財

務
会
計
制
度
の
改
正
室
ま
っ

て
根
本
的
に
再
検
討
実
施
の

方
針
で
あ
る
ω

し
か
し
な
が

ら
、
と
の
よ
う
な
理
由
で
会

計
規
則
仁
違
反
す
る
処
理
が

長
期
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る

と
と
は
適
当
で
な
い
の
で
、

少
く
と
も
現
状
に
あ
わ
せ
た

最
少
限
貯
の
政
正
を
行
い、

合
規
の
処
理
の
徹
底
泰
則
せ

ら
れ
?
ぃ
。

士
口

教
育
委
員
会

事
務
局

ー
概
要

2 

予
算
執
行
状
況

等

に

つ

い

て

ω閉
和
三
十
六
年
十
二
月
末
日

現
在
に
お
け
る
予
算
の
執
行
状

況
に
つ
い
て
項
別
に
み
れ
ば
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ω旅
費
支
給
に
つ
い
て

旅
費
支
給
に
つ
い
て
、
打
切

旅
費
が
数
件
み
ら
れ
た
が
、
単

に
予
算
不
足
の
み
が
そ
の
現
由

と
な
っ
て
い
る
も
の
は
適
当
と

認
杭
難
い
の
で
、
今
後
旅
行
命

令
権
者
は
一
定
基
単
を
設
げ
て

と
れ
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

ω育
英
資
金
に
つ
い
て

育
英
資
金
の
貸
付
は、

高
校

在
学
生
港
対
象
と
し
、
昭
和
三

十
六
年
十
三
月
末
日
現
在
で、

貸
付
人
員
五
十
九
人
(
一
人
当

り
月
一
千
円
)
貸
付
総
額
百
三

十
六
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
貸

付
金
の
返
済
状
況
は
次
衰
の
と

お
り
で
、

返
済
成
績
は
非
常
に

悪
く
と
れ
に
は
返
済
同
日
の
到

来
し
た
も
の
に
つ
い
て
本
人
に

対
し
係
員
の
督
促
の
み
で
樹
告

状
も
発
せ
ず
手
続
的
に
も
欠
か

ーイ信 考
芳苧

分、度
む

底
J

合

引泡
乞

K

K

J

 
円。
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"" 
予ん

が
認
め
ら
れ
る
の
で
、

今
後

実
状
調
査
を
行
v

っ
と
と
も
に
返

済
励
行
串
促
進
せ
し
め
る
よ
う

努
力
さ
れ
た
い
。

綜
合
運
動
場
使

用

料

に

つ

い

て

川
綜
合
運
動
場
使
用
料
の
額
は

条
例
に
よ
り
そ
の
最
高
限
度
額

が
定
め
ら
れ
、
そ
の
範
囲
内
で

市
長
が
決
定
す
る
と
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
成
文
に
よ
る
市
長

の
定
め
は
な
く、

使
用
許
可
の

都
度
決
裁
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

お
り
(
事
実
上
教
育
委
員
会
に

蚕
任
さ
れ
て
い
る
。
)
か
っ
、

使
用
料
の
減
免
ど
混
同
し
て
決

定
さ
れ
て
い
あ
現
状
で
あ
る
の

で
、
す
み
や
か
に
使
用
料
の
額

を
決
定
し、

と
れ
に
基
づ
表
特

別
の
事
由
が
あ
る
と
臨
め
た
場

合
に
は
減
免
措
置
を
行
う
よ
う

さ
れ
た
い
。

制
大
村
市
体
育
協
会
に
対
す
る

許
可
の
決
裁
に
は
、
使
用
料
額

の
決
定
欄
に
年
間
契
約
と
記
入

さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
契
約
の

事
実
を
鉦
ず
る
書
類
も
な
く
、

係
員
が
形
式
的
に
記
入
し
た
も

の
で
あ
り
、
今
後
少
く
と
も
使

用
許
可
の
際
に
は
そ
の
額
場
決

定
し
、
納
付
の
限
を
朗
定
め
て

3 

納
額
告
知
書
ぞ
発
せ
ら
れ
た
い
一

財
産
管
理
事
務
-

4 

に

つ

い

て

川
賞
瀬
中
学
校
の
用
地
買
蚊
に

つ
い
て
、
取
得
事
務

(所
有
権

移
転
事
務
等
)
を
完
了
し
た
も

の
が
あ
り
委
員
会
に
お
い
て
該

暢
類
を
保
管
し
て
い
る
が
、
取

得
事
務
M
市
長
の
権
限
に
属
す

る
の
で
、
市
長
に
お
い
て
そ
の

事
務
処
理
の
明
確
化
場
図
ら
れ

た
い
。
な
お
、
市
有
財
産
の
取

得
、
管
理
、
処
分
に
つ
い
て
は

そ
の
事
務
手
続
を
明
確
に
し
て

財
産
管
理
わ
責
任
体
制
審
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
市
有
財
産
の

取
得
、
管
理
、
処
ハ
引
に
関
す
る

市
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
検
討

の
必
要
が
部
め
ら
れ
た
。

ω火
災
保
険
に
つ
い
て
は
、

契

約
台
帳
の
備
付
付
が
な
く
、
か

っ
、
納
期
到
探
朗
自
の一

覧
表

も
な
い
の
で
再
現
約
の
時
宜
を

逸
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
す
み

や
か
に
整
備
せ
ら
れ
た
い
。

ω消
火
設
備
等
に
つ
い
て

A

火
災
予
防
に
つ
い
て
は
、

各
課
事
ど
合
防
火
責
任
者
を

定
め
て
乙
れ
に
当
ら
せ
、
そ

の
職
氏
名
を
課
室
内
に
明
示

す
る
と
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
所
定
の
表
一?
者
さ
れ
た

hn
消
火
設
備
に
つ
い
て
は
、

所
定
の
消
火
器
具
が
配
置
せ

ら
れ
て
い
た
が
、
す
べ
て
使

用
不
能
の
も
の
で
あ
っ
た
の

で
、
す
み
や
か
に
整
備
せ
ら

れ
た
い
。

5
物
品
会
計
事
務
等

に

つ

い

て

川
用
肝
品
の
調
達
は、

事
務
局

及
川ゾ両
管
教
育
機
関
の
借
用
の

大
部
分
会
対
象
と
し
て
、
一
括

附
入
制
度
が
と
ら
れ
て
お
り
、

購
入
契
約
事
務
、
検
政
事
務
、

出
納
保
管
事
務
等
が
同
一
係
員

に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。

と
れ
ら
一
連
の
事
務
を
一人
の

係
員
に
担
当
さ
せ
る
と
と
は
、

付
ん
制
組
織
よ
適
当
で
な
く
、

き
り
つ
め
た
配
置
人
員
で
あ
る

と
は
い
え
、
各
係
員
の
分
担
事

務
を
再
検
討
の
上
善
処
が
望
ま

れ
る
ω

∞
教
育
要
員
会
は
、
一
件
五
万

円
ま
で
の
支
出
負
担
行
為
を
専

決
す
る
と
と
が
出
来
る
が
、
と

の
額
奉
と
え
ず
わ
購
入
契
約
が
な

さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、
乙

れ
は
市
長
決
裁
会
経
て
行
な
わ

れ
る
べ
き
の
も
の
で
あ
り
、
権

限
を
と
え
る
執
行
に
つ
い
て
は

今
緒
特
に
性
意
さ
れ
た
い
。
ま

た
入
札
執
行
機
購
入
決
裁
を
う

生 に て 締稚 校本
徒 お、 結園安安 昭 6 らが出旨基て(4.)等用場購 (8)励てるはのな h裁け

妥ぞ震 k妥委主雪い学長室納袋三五若議室主主手宝富2ぷ民活栄2E
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三
十
六
年
度
共
に
夫
々
ニ
万
円
)

一所
要
経
費
の
三
分
の
二
審
補
助

(
一
の
円
滑
が
期
せ
な
い
の
で
、
公
会

が
な
き
れ
て
い
る
。

一附
和
三
十
五
、
一
ニ
十
六
年
度
共
そ
一
堂
の
使
用
条
例
そ
腐
し
、
公
民
舘

叉
県
指
定
の
モ
デ
ル
学
級

(
一
一れ
ぞ
れ
ニ
万
円
)
さ
れ
て
しト
る
が
一の
使
用
条
例
の
制
定
を
検
討
の
上

学
級
)
に
つ
い
て
は
県
よ

U耐
要一
県
は
乙
の
外
に
全
学
級
じ
対
し
本
↑名
実
と
も
に
中
安
公
民
舘
と
し
て

経
費
の
三
分
の
こ
の
補
助
(
悶
和
一
年
度
四
万
六
百
円
(
前
年
度
云
万
一新
発
足
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

三
十
五
、

一ニ
十
六
年
度
共
に
夫

一々
究
千
九
百
円
)
補
助
し
て
い
る
。

一
る
も
の
で
あ
る。

二
万
円
)
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

一

日

視

聴

覚

一
2
活

動

状

況

と
の
列
に
県
よ
り
全
学
級
に
つ
い

一

教

育

に

つ
い

て

一

て
本
年
度
総
額
五
万
三
千

八

高

一

一

に

つ

い

て

(
前
年
度
五
万
八
千
八
百
円
)
補
一

社
会
教
育
の

)
環
と
し
て
の
本
一

一教
育
に
つ
い
て
は
、
重
点
そ
映
写
一
本
会
民
舘
は
、
部
落
公
民
舘
と

助
さ
れ
て
い
る
。

一会
に
お
き
、

公
民
館
の
教
育
計
画
一密
接
な
連
携
の
も
と
に
そ
の
申
心

問

婦

人

学

級

一に
そ
っ
て
、
学
習
効
果
を
あ
げ
る
五
一
安
育
少
年
育
成
に
お
き
書

に

つ

い

て

一乙
と
に
努
め
て
お
り
、
そ
の
状
況
一
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
な
も

本
学
級
は
婦
人
選

象
と
し
て

一長

衰
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る

否

各

地

区
を
対
象
と
し
た
移
動

一

一公
民
舘
行
事
、
青
少
年
育
成
相
談

実
生
活
に
必
要
な
一
般
教
養
、

家
一

玄

関
般
、
成
人
教
育
と
し
て
の

事
、
貫
教
育
、
保
健
衛
生
等
に一

中

央

公

民

舘

一各
種
講
座
の
開
設
等
生
活
文
化
の

関
す
る
知
識
皮
び
技
能
習
得
に
よ

一

一

り、

教
養
を
高
め
る
た
め
に
開
設
一

1
本
公
民
館
は
、
昭
利
二
十
六
一振
興
、
社
会
福
駈
の
増
進
の
た
め

さ
れ
亡
い
る
も
の
で
、
長
況
一
年
社
会
教
育
館
に
基
き
設
置
さ
れ
説

断
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い

は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

一た
の
で
あ
る
が
、
当
時
公
一
民
館
の

一
之

文
出
省
委
嘱
学
級

(
一
学
級
)
一周

に

守
る
た
め
建
設
さ
れ
た
現一

市

立

図

書

館

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
団
員
(
高
官
、
諸
般
の
事
情
か
ら
公
会
一

合

前
年
度
四
万
円
}
補
助
さ
れ
て
い

一堂
と
し
て
設
周
回
さ
れ
た
た
め
、
本
一

l

概
要

る
。
ま
た
県
指
定

ωモ
デ
ル
学
級
一公
民
館
は
公
会
主
の
一
隅
に
そ
の
一

1
5

(一

学
級
)
に
つ
い
て
は
県
よ
り
一
事
務
舶
を
雪

己・

館
長
(
主
事
兼

一

本
図
書
館
に
は
職
員
二
名
(
舘

務
)
以
下
三
名
(
臨
時
職
員
ル
合
一長
兼
務
、
書
記
一

名、

臨
時
雇一

む
。
)
が
配
置
さ
れ
活
動
を
行
っ
一
名
)
が
配
置
さ
れ
、
本
市
文
化
向

て
い
る
。
然
し
な
が
ら
、
乙
mw
よ
一上
の
た
め
常
に
資
料
の
充
実
を
図

う
な
施
設
の
使
用
U
間
念
で
は
区一

別
尽
き
て
も
実
際
i
は
公
民
舘
胞

設
と
し
て
の
混
同
を
き
た
し
、
例

え
ば
、
施
設
実
体
も
、
か
つ
使
用

料
に
関
す
る
条
例
も
な
い
公
民
館

の
便
用
許
可
が
な
汚
れ
、

公
民
館

事
業
と
し
て
例
禁
止
規
定
に
ふ
れ

る
土
誤
認
レ
公
会
賞
の
使
用
許
可

主
管
制
限
す
る
玖
め
に
苦
慮
す
る
等

現
状
の
ま
ま
で
は
そ
の
施
設
運
営

(第322号)りよだ政市村大(毎月1日，10日，Z0日発行〉
昭和 37年 6月間日

(昭和33年4月zz日第三種郵便物認可〉(三〉
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一
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f
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一
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e
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T
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一
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一
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一
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一
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封
一u
一
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山

小

eaA
ト

L
V

M

ゆ
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.‘At..r:.) 

入
舘
者
状
況
は
次
衰
の
と
お
り
一
一

一叩
7

に
んM

M

M

コ
一

で、

貸
出
事
務
の
処
理
は

お

お

む

一

民

-L

い
十
1
11
11
1
1
1
1
1
1
1十
上
記

ね
良
好
と

認

め

長

。
一
昭
和
三
主
一
年
度
に
図
書
籍

い

Rい
い

は

い

い

一

一J

医

い

川

い

い

日

ふ

3

図
書
の
在
庫
高
一
巻
新
図
書
分
類
に
切
換
え
た
と
き
員

一呼

U

H

U

μ

H

H

M

吋
山
川
一
一一
山
一ね

っ
:

K
A

、
一
よ
り
除
籍
し
、
別
途
保
管
し
て
あ
F

一l
u

H

山川

H

H

H

H

け
り

μ
一
伸一

及

び

選

択

購

一

古

い

図
書
約
二
千
型
図
笹
原
簿
組

乎

山

刊

日

山

ホ

咋

日

日

丈

一

入

方

法

に

つ

一

日
同

|

|
ト

1

1
1

1
1
1

1
K

I

l
l

i
-
-

1

1
1

1
1

1

」

っ

た

が

三

除

雪

作

成

さ

育

ゐ

刊

日

川

川

村

山

ー

一判

川

利

引

川

副

一れ
て
い
な
い
の
で
早
急
に
作
成
さ
判

伍
叫
什
叶
ぺ

叶

川
ぺ
川
叶
ペ
斗

イ
一

円

リ

ペ

4
4
4叶
川
1
1
Illl
-
一w
一

一

s
R
r卜
L
l
l
vい
い
ト
ト
し
ー
ト
K
3
h
J

い
ド
ー
ー
ト
い
い
卜
l

L
K

ω図
書
数
は
、
昭
和
三
十
六
年
一
れ
た
い
。

立
は
件
い
い
い
い

川
い
い
い
い
い
い
一
川

ず

一

:
:
;
:
μい同
一

十
二
月
末
現
在
六
千
九
百
ニ
十
一

な
お
、
除
籍
図
書
の
申
で
不
用

.

一
よ

園
間

旬
叫
且
?
‘
‘

水
制
一
一

7
一
摘
創
的
抗
日

h
'
担
唱

歌
判
一制
一

一一冊
で
分
類
別
在
庫
状
況
は
次
一
の
も
の
が
あ
れ
ば
物
品
会
計
規
則

一
一
一三

・
一

γ
情

絵

E

E

大
寸
一
一

区
一

，

一

一

日

仁

片

H
い
い
:
iE一且大

二

ド

ド

に

い

い

け

川
い
い
巨

表
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
一
に
も
と
ず
き
廃
棄
一
処
分
さ
れ
た
い

「
l「
|
1
1
11
11
11
1
11

「

川山図
暫
の
選
択
方
法
は
、
利
図
一

-

f
y

一

6

舘

外

活

動

に

つ

一松
小
学
校
を
そ
の
対
象
と
し
て
選
一る
が
今
後
益
々
努
力
さ
れ
た
い。

一

な
お
、

本
事
業
に
よ
る
他
会
計

書
館
協
会
選
喧
図
書
を
参
考
と
一

一

一

一

一

、

一定
し
実
施
し
て
い
る
。
一

一へ

の
繰
出
状
況
の
推
移
は
次
衰
の

し
刷
投
書
函
券
図
書
閲
覧し
室
に一

L
て

一

一

7
郷

土

室

に

つ

い

一

ー

一

一

ω婦
人
グ
ル
ー
プ
説
詔
会

一

一

と
お
り
で
、

総
額
一
億
五
千
三
百

設
置
し
希
望
多
く
適
当
の
も
の
一
川
図
書
を
ニ
ケ
月
に

一
回
県
立一

婦
人
を
対

象
に

希

望

者

募

り

一

て

一八

十

高

是

し
て
い
る
。

付
閲
覧
者
の
希
望
の
多
い
も
の
一
図
書
受
信
用
し
、
市
立
病
院
一
(
現
在
会
員
数
二
十
基

)図
書
館
一
世
重
質
料
の
取
扱
い
は
お
お
む

1
11
1

1

ケ

よ
り
決
定
し
て
い
る
。
一
国
立
病
院
会
病
棟
及
び
岡
松
並一
に
お
い
て
、
毎
月
一
回
例
自
主
ね
良
好
で
あ
る
が
、
開
設
当
初
の

画

叫

叫

叫

川
一

製

図
書
分
類
別
購
入
状
況
は
次
表
一
病
棟
等
に
貸
出
支
庫
の
巡
回
を
行
一め
て
主
に
市
内
小
、
中
学
校
よ
り
一
寄
附
採
納
同
録
、
郷
土
資
料
目
録

一町

一
ご

山
一
4

4

M
d

の
と
お
り
で
あ
る
。

一っ
て
い
る
。

一
講
師
を
招
き
読
書
会
を
実
施
し
て
一

及
び
貸
与
目
録
(
重
宝

し
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入
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司
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付
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ボ
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岡
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川
仰
向
山
知

一
議

一山
山
川
削
沼

山
山
川
市
二

伍
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別
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況
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一
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出
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昨
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野

竹

什

引
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込

町
一

a

一
一
一
り
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あ
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前
年
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に
比
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著

一
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山

一
回

世

μ
一主

務

審

議

ち

て

い

る
。
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続
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MUmE寸
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1
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一
し
く
売
上
額
が
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昇
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、
本
年
度

壬

宅

十

台

土

町
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予
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行

状

況
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町
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時

川

一
二

一
般
会
計
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繰
出
額
は
三
十
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一
竺

2
3
位

向
了

等

に

つ

い

て

れ

二

一
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一

一
ι
一三

劃

)
ゆ
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低

下

二

年
十
=
月
末
現
在
で
三
平
九
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八

両
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限

半

ーー
応

昨
叫
正
一
一
一臨
時
土
二
自
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問問
J
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日
判
羽
「川一?
同時
M

町内問
何日間
十

ノ
/
/
一
匹

一一
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1一

治

二
診
勘
定
一
言
万
円

右

手
九
百
五

司

虻

動

盛

川

北

町

あ
る
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一
広
川
市
ぽ
小
川

二
十
万
円
)
予
定
さ
れ
、
前
年
度
よ

表

3
ぽ
N
一
二

回
一一

ず

ω
資
金
前
渡
等
に
つ
い
て

一hE
'
E
伊
智
学
業
前川蝉

彦
一絶
一
一

ご

い刊
区
一
死
一全
二
会年
一

と

:
J
w
z
p
g一悠
一

一り
約

一
平
方
円
増
加
の
見
込
で
あ

下
ト
性
同
日
仁
国

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
市

ae哲
E
お

ι
工
産
金
槌
文

一り
関
係
当
局
の
努
力
が
期
待
さ
れ
一
本
課
は
次
表
内
と
お
り
課
長
以
一列
よ
り
の
入
場
者
に
交
通
賀
町
片

O

/
」

3

7
8
7

占

』

一

よ

-

一
る
も
の
で
淋
る
。

一下
三
十
五
名
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
事

一道
品
川
負
担
を
行
い
と
れ
に
要
す
る

り
、
市
民

ω教
養
、
生
活
文
化
の

向
上
に
寄
与
寸
る
よ
う
努
力
し
て

い
る
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簿
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回
現

品
と
原
簿
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さ
れ
て
い

る
が
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一
部
抽
出
照
査
し
た
結
果

不
突
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も
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ら
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な
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経
費
H
担
当
眠
員
に
前
渡
し
支
払

わ
れ
て
い
る
が
、
削
減
資
金
は
節

ζ
と
に
そ
の
開
始
前
日
に
支
出
誇

れ
}
回
一
一
-節
終
了
後
三
節
品
川
各
支

ど
め
ず
精
算
さ
れ
、

ど
切
鮪
県
第

一
節
及
び
鰐
=
節
に
受
け
十
前
渡

資
金
の
精
算
は
節
目
肘
了
後
約
十
五

日
か
ら
一
一十
同
経
過
初

γ
行
わ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
つ
だ
が
前
耀
資

金
を
こ
の
よ
う
に
長
期
間
宋
処
理



今
月
は
固
定
資
産
税
才
二
期
分
を
納
め
る
月
で
す
o

ぜ
ひ
三
十
日
ま
で
に
市
金
庫

へ
。
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広
告
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看
板
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契
約
に
つ

だ

。

。

政市

支
出
命
令
鱒
の
整
理
じ
っ

村大〈毎月1日，10日，z o日発行〉日
む
度

。
伽
一
年

。L
H与

6

月
山
和

イリ

ヨ
一回

生

第
一

和
則
一

昭
制
『和

-

れ
主
と
し
て
本
市
施
工
の
土
木
関

係
工
事
用
砕
石
の
確
保
を
目
的
と

し
て
生
産
さ
れ
て
い
る
。

2

予

算

執

行

状

況

に

つ

い

て

ω
本
年
度
予
算
執
行
状
況
は

項
別
に
み
れ
ば
次
衰
の
と
お
り
で

あ
る
。ω

賃
金
支
払
に
つ
い
て

賃
金
支
払
に
つ
い
て
領
阪
証
を

ニ
通
徴
し
、
-
通
は
支
出
命
令
書

に
添
付
し
、
-
通
は
控
と
し
て
砕

石
場
事
務
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る

が
-
つ
の
賃
金
支
払
に
つ
い
て
二

通
の
領
政
証
を
徴
す
る
と
と
は
適

当
で
な
く
、
事
務
所
の
分
は
当
骸

領
般
置
の
写
者
作
成
し
保
管
さ
れ
一

の
で
、
特
に
当
骸
物
品
は
危
険
物

た

い

。

一

で
も
あ
り
、
そ
の
取
扱
い
は
明
確

3

砕
石
、
石
粉
の
一
に
処
理
し
て
お
か
れ
た
い
。

生
産
及
び
使
用
一

5

関

係

諸

帳

祭

に

状

況

一

つ

い

て

ω
砕
石
、
石
粉
の
生
産
並
び
一
勧
諸
張
簿
の
整
理
は
お
お
む
ね
良

に
目
的
別
使
用
状
況
は
、
次
表
の
一
好
ど
認
め
ら
れ
た
が
、
次
の
諸
点

と
お
り
で
あ
る
。
一
に
留
意
さ
れ
た
い
。

4

火
薬
等
保
管
に
一
利
注
文
鞘
送
整
理
簿
に
つ
い
て

一
発
送
し
た
敬
量
を
様
式
の
備
者
欄

つ

い

て

一

一
に
記
入
し
て
い
る
の
で
発
送
敏
量

火
薬
等
に
つ
い
て
は
、
一
定
期
一
欄
を
も
う
け
て
整
理
す
る
と
と
・

間
分
の
需
要
量
荘
業
誼
よ
り
購
入
一
例
火
薬
等
使
用
簿
に
つ
い
て
、

し
、
そ
の
保
皆
を
業
者
に
依
頼
し
一

使
用
責
任
者
の
認
印
が
な
い
の
で

使
用
日
に
必
要
量
の
引
き
渡
し
を
一

使
用
責
任
は
必
ず
認
印
し
、
そ
の

受
付
て
い
る
が
パ
そ
の
受
払
を
証
一
責
任
の
所
在
表
明
ら
か
に
す
る
と

す
る
書
類
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
一
と
。

市
砕
石
場

の
ま
ま
で
お
く
と
と
は
適
当
で
な
一い
て
契
約
期
間
を
年
度
用
途
よ
り
関
係
諸

帳

簿

の
一
図
書
に
つ
い
で
は
冊
数
の
み
し
か
一
三
十
五
年
度
及
び
三
十
六
年
度一

い
て
、
追
加
更
正
予
算
額
を
記
入

い
の
で
、
節
終
了
ど
と
に
精
算
さ
翌
年
度
の
中
途
ま
で
と
し
た
も
の

一

整

理

に

つ

い

て

一記
入
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

保
管
一
の
月
別
貸
付
償
還
状
況
、
利
用
者
玄
場
合
当
初
予
算
額
在
記
入
し

れ

た

い

。

一

が

あ

っ

た

が

、

支

出

負

担

を

伴

う

一

一図
書
内
容
が
判
然
と
し
な
い
の
で
一
の
業
態
別
状
況
並
び
に
入
質
物
の
一
た
欄
に
挿
入
し
て
あ
っ
た
が
遡
及

語
、
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
た
一契
約

長

室

越

え

た

重

関

係

諸

帳

簿

の

号

室

図

書
室

記
入
さ
れ
た
い
。
一
種
類
別
害
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
次
一
記
入
は
露
規
則
に
よ
り
禁
止
さ

終

日

甘

い

持

政

均

一

同

時

諮

問

哲

也

時

説

的

河

、

次

の

一

公

益

質

屋

ー

を

お

り

で

あ

る

。

一

設

計

U軒
諮

問

一

t

j

一

ω
電

話

使

用

縛

に

つ

い

て

、

一

一

4

流

質

処

分

に

つ

一

;

せ
て
長
崎
及
び
諌
早
よ
り
寄
ハ
る
の
で
必
ず
議
会
議
決
議

て

一

一

l

概

要

'

一

て

一

ス
大
室
長
認
の
サ
ー
ビ
ス
一
宿
っ
さ
つ
留
意
さ
れ
た
い
。
，
一

記
念

不

明

全

で

、

通

憲

兵

一

一

一

巻

行

っ

て

い

る

。

一

川

判

定

写
真
機
使
用
契
約
及
一
私
の
別
智
弘
と
し
な
い
た
め
一
本
事
業
は
発
足
以
来
約
九
年
を
一
最
近
実
施
さ
れ
た
も
の
の
状
況
一

ー
一
肌
ア
ン
サ
ー
ビ
ス
用
汽
船
借
よ
一
事
務
整
理
に
確
実
性
巻
欠
い
て
い
一
経
過
し
た
現
在
に
お
い
て
は
、
ほ
正
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
章
一

ω
ー
間
外
勤
務
手
当
に
っ
し
一

契
約
の
更
新
に
つ
い
て
ま
、

夫
裁
一
る
。
菜
、
私
用
慣
話
料
に
つ
い
一
ほ
順
調
な
運
営
の
あ
と
が
見
ら
れ
一
室
毒
剤
金
量
聖
に
喜
一

寸

一

は

霊

童

に
よ
り
代
則
さ
れ
て
一
て
は
出
納
得
に
よ
り
記
帳
整
理
さ
一
賢
一
一
名
重
富
一
名
、
麗
一
る
返
還
状
況
は
罪
一
一
一
十
七
年
一
一

時
間
設
費
豆
一
言
に
つ
い
一
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
更
新
契
約
一
れ
て
い
る
が
、
電
話
番
号
別
の
口
一
員
一
さ
が
配
置
さ
れ
業
主
月
二
十
六
日
現
在
患
の
と
お
一

て
、
時
間
外
勤
務
命
令
簿
と
支
給
正
事
業
謀
長
の
常
時
代
決
楢
限
に
一

座
が
な
い
た
め
番
号
別
料
金
に
つ
一

行
し

て

い

る

。

一

り

と

な

ゆ

て

い

る

。

一

調
書
と

の

聞

に

不

突

合

が

数

件

あ

一

一

い

て

明

瞭

栓

欠

く

の

で

、

番

号

別

一

2

予

算

執

行

状

況

一

一

ー
;
一
定
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
所
定

一

一

一

5

関
係
諸
帳
怨
に
一

っ
た
の
で
今
後
注
意
さ
れ
「
一

1
一口
座
を
も
う
け
記
帳
整

理

す

る

の

一

に

つ

い

て

一

一

し
一
の
決
裁
を
受
付
て
処
理
さ

れ

?

と

一

一

つ

い

て

一

一
ま
た
、
一
部
に
は
係
員
の

み

に

一

が

適

当

と

思

料

す

る

。

一

毒

事

算

の

執

行

袋

署

一

一

契
約
事
務
に
つ
一
よ
っ
て
契
約
更
新
が
な
さ
れ
て
い
一

例

営

農

に
つ
い
て
、
新
一
と
お
り
で
あ
る
が
、

歳
入
に
つ
い
一
関
係
諸
誌
の
整
理
は
お
お
む
一

し

て

一

た
の
で
特
に
注
意
さ
れ
た
い
。
一
し
く
台
帳
が
作
成
さ
れ
、

旧
台
帳
一
て
五
月
分
の
貸
付
金
政
入
十
八
万
一
ね
良
好
と
留
め
ら
れ
た
が
炊
の
詣
一

一
よ
り
の
転
記
が
な
さ
れ
て
い
る
が
一

九
千
四
百
円
利
子
邸
入
二
万
五
千
一
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。
一

七
百
七
十
七
円
が
重
複
し
て
調
定一

ω
阪
入
命
令
縛
の
整
理
に
つ
一

さ
れ
パ
か
つ
政
入
し
た
も
の
と
し
一
い
て
、
前
年
度
繰
越
金
は
追
加
予
一

て
机
鍾
さ
れ
て
い
た
の
で
今
後
注
一
算
で
成
立
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
一

意
さ

れ

た

い

。

一

ら

ず

と

の

郵

盟
が
な
さ
れ
て
い
な
一

3

貸
付
及
び
償
還
一
ぃ
。

状
況
に
つ
い
て
一

ω

事

業

の

概

要

本
事
業
の
経
営
は
建
般
楳
の
所

管
に
属
し
、
職
員
(
傭
員
)
一
名

人
夫
十
四
名
計
十
五
名
が
配
置
さ
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